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               1.豫 備 實 験
 1%及2%濃 度の苛性曹達溶液を用ひ、,藁に勤する苛性曹達の使用量(8～40%)蒸 煮の最
高温度(140。 及160。),最 高温度持績時聞(2時 開,4時 聞及6時 間)を 攣化 し,得 られた未晒パ
ルプを分析 に附した・實験結果の一部を學げるとτ表の如 くである・
                 第  1 表
      稻藁(3-4cmに 切臨す・節を除かす)を30g或 は130g使 用す・
   苛性 曹 達              未 晒 パ ル プ
  繰使i編騨 馨麟 繭 一
   18 t40' 2 40.69.135.958.19-
   1      &        〃         〃        40.O   tO23    7。73    9.03      25.74
   {    io       "        〃       42.0   9.39   7.58   9.12     24.68
   i     20        〃         〃       41.2    8.71    3.98    7.74      25.78
   2    16       〃       〃      42.8   9.30   3.40   5.71     -
   2     20        〃         〃       30.0    9.28    4.32    6.95      25.03
   2     40        n         n       39.0    9.62    2.57    5.30      24.01
   〔      8        〃         4       44.1   8.57   且1.65    5.97       一
   置     s       〃         6       46'5   9.39   ta.it   7.31      -
   1      8       160          2       41.7    9.91   11.69    6.47       -
                   (34)
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 上表 の如 く苛性曹達 の使用量が 多 くな るとr分 及 リグ ニンの除去 は幾分良 好 とはなるが使用
量 に比 例す る程 に は改良 され なV、・ また アル カ リの回牧 も困難 であ るか ら苛性曹達量 を増 大す
ることはいつれ の黙か らも好 まし くない そこで苛性 曹達 を藁 に謝 して10%と した・之で も慶
液 には樹 アル カ リ分 が残存 して ゐるので之 を利用し豊 す意 味にて此 慶液 は次 の蒸煮の前虞理液
として使 用す るこ とを考へた・夫に依つて蒸煮効果 を上 げる ことが出來た・ また第1表 に見 ら
れ る如 く蒸煮温度 を高 めた り,蒸 煮時間 を長 くする と却つて友 分が多 くなる傾 向が あるので,
蒸煮温 度及 時聞 は120Q,2時 問 に定 めた ・慶液 による前 塵理 も之 と同一條件でで ある・前魔 理
の有無 に よる未晒 パル プの相異 ば 下表の如 くで ある.
               第  2 表
                      未 晒 パ ル プ    腰液虎
理        一 一一一一 一一一一一一
              牧率  水分  茨分  リグeン  ペントザン
     ナシ        41.8   1LO4  4.31   s.oz
     行35.5io.443.235.69
     行34.910.543.414.98
     行37.710.553.785.0323.96
     行37,710.283.983.30
  漂白パルプ儲 難 暑解)・3.5 9.413.38 3.17 15.68寵 欝
     (C1封 藁3%)(漂 白に於ける牧率)
              2.苛 性曹達 使用量 の減少
 慶液に依る前蒸煮が有効であることを知つたが,更 に苛性曹蓬の使用量を減少する目的で藁
に謝して8%と した.
                 第  3 表         、
  稻  藁  3009
  苛性曹達  249(藁 に封し8%)濃 度約i%
  前蒸煮及本蒸煮  140。2時 間 (加歴罐)
懇麟翫諮一 欝 慧、
 82  な し  3}.7  9.92 11.45 、s.≫   22.97   77」99   2.09   4.6
 83  行ふ  26.3  10.55  3.71 5.13   -    90.60   3.33   5.3
 84  行ふ  一    一   一   一    一     一  夫( )種5回測定の平均値(ノ)
 85  行ふ  23.O  t1.48  2.42 4.23   25.41  88.11
 苛 性曹達 の使 用量 を8%に 減 少す る と前蒸煮の効果が更 に顯著 にな る様 に見 える・
                   (35)
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              3.前 蒸 煮 の 簡 軍 化
 a・ 前蒸煮時間の短縮
之 まで前蒸煮は140。で2時 間行つたが,慶 液中の苛性曹達 は約40分 で消失するので夫以上の
蒸煮は不必要の様に考へられた・そこで前蒸煮時間を減 少して45分 とした.併 し得 られたパル
プの分析値は前に比 して劣 らなかつた・
      實験番號   牧率   水分   友分   リグニン   全繊維素
       87       38.4     8.64     3.08      5.70        84.72
 b・ 常 墨 前 蒸 煮
 今迄前蒸煮は加璽罐の中で行つたが本實験に於ては常璽にて100。で蒸煮 した・
                 第  4  表
                        未晒パルプ彊伸度      實瞼
番號   前 蒸 煮   一
                    強度kglmm2  伸度%   噺裂長hh
       90     行はず     0.58     3.t    1.4
       91  常L:?.100。で40分   1.58     4,2   3.3
       92   同 上   2.55   4.4  5.0
       93   同 上   0.81(?)  4.0  2.2
               未 晒 パ ル プ の 分 析
           牧率   水分  茨分  リグ昌ン ペントザン 全繊維素
       93     45.7     9.46     8.78     6.43       23.87     83.74
 此蒸煮法は極めて簡箪であるが前蒸煮を行つたパルプの張度は紙 としては充分である.ま た
此方法によると40～45%の 牧率に達し得る.パ ルプ11bに 要する原料は
           藁2.2～2.51bs
      ・    苛性曹達  0.18～0・201bs
である.
 代用パルプ資源 としての藁の立場を考へると出來るだけ簡翠な安贋な虞理に依つて製紙材料
となす事が先第一に考へ られねぽならぬ・此意味で本講 に述べた虚理法 は極めて簡軍で藥品の
使用量 も少く且利用率は高V・.叉 出來たパルプも強度の顯から見て一般製紙の目的には充分で
ある・此方法は更に量を大きくして研究を行ふ豫定である・
                   (36)
